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■はじめに 
このたび、多くの皆様からのご支援、ご支持をいただき、引き続き３期目の市政

運営を担わせていただくことになりました。 

これまでの２期８年間、本市がもつ魅力を凝縮した『ブランド糸島』の確立や、

市⺠⽣活の利便性の向上を図るとともに、健康づくりや地域福祉の充実、産業振興、

子育て・教育環境の充実など、まちづくりの各分野で、さまざまな取組を推進して

きました。 

また、運動公園や新庁舎の大型プロジェクトも着実に進めるとともに、糸島サイ

エンス・ヴィレッジ構想や糸島市九州大学国際村構想など、新しいことにもチャレ

ンジしてきました。 

これらの取組により、観光入込客数は一市二町合併時の約 1.5 倍となる 700 万人

に、人口は 10 万 3 千人を超え過去最高を更新し、『訪れたいまち』、『住みたいまち』

が実現できました。 

その一方、『働きたいまち』の実現は道半ばで、特に、農山漁村地域では人口減少、

少子高齢化が加速しており、農林水産業の担い手の減少や地域コミュニティの維持、

移動手段の確保などが、これまで以上に大きな課題となっています。 

また、脱炭素の取組や大規模災害への対策、老朽化した公共施設の維持・更新、

デジタル環境の充実なども、重要度や緊急度が増してきています。 

これらの課題に対応するため、糸島の豊かな自然、地域コミュニティ、伝統・文

化などを維持しながら、地域の産業を発展させ、『安心』と『豊かさ』が続く糸島づ

くりを進めていくことが、『誰ひとり取り残さない持続可能なまち』につながるもの

と考えています。 

そこで、『第２次糸島市⻑期総合計画』に掲げる『ワンランク上のまちづくり』の

実現に向けて、市⻑公約として掲げた『安心』と『豊かさ』に関する 11 の公約を確

実に実行していくために、この公約実現化プランを作成しました。 

これからの４年間、市⺠、事業者の皆様とともに、誰もが安心し、誇りをもって

住み続けられる糸島を目指して、市政運営に全力で取り組んでまいります。   
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■公約１ 防災力を強化します 

 集中豪雨や地震などの自然災害、火災など、さまざまな災害リスクに対応で
きるよう、関係機関や地域などと連携しながら、危機管理体制を強化します。 

また、災害が発⽣した場合の『公助』だけでなく、『自助』『互助』『共助』が
発揮できるとともに、災害弱者への手助け、多様な市⺠への配慮など、市⺠の
災害に対する意識の向上に努め、災害に強く、安全で安心して⽣活できるまち
づくりを進めます。 

 
１ 消防職員の増員と特別救助隊の設置               

【取組の概要】 
   市⺠の⽣命・財産を守っていくため、消防職員を増員し、消防本部の組織強化

を図るとともに、人命救助の専門部隊である特別救助隊の設置や５台目の救急
車の運用などにより、災害への対応力を強化します。また、消防・救急活動の
市⺠理解を深める活動に取り組みます。 

【４年間の目標】 
   ▸消防職員の増加…R7 までに 110 人体制（R3：100 人） 
   ▸特別救助隊の設置…R6 に設置 

【主な予定事業】 
   ▸特別救助隊設置・運用事業  ▸５台目救急車運用事業 
   ▸消防・防災フェア等啓発事業 
 
２ 治山治水の強化対策と豪雨による浸水対策の実施         

【取組の概要】 
   大規模化する自然災害に備えるため、治山・治水・砂防などの防災・減災施設

の計画的な整備や浸水箇所の雨水管渠整備を進めるとともに、SNS や ICT を
活用した新たなサービスを導入し、災害時の情報収集・伝達強化を図ります。 

【４年間の目標】 
   ▸情報収集・情報伝達手段の導入・維持…毎年 9 媒体以上で情報発信 

【主な予定事業】 
   ▸公共下水道事業（雨水管渠整備）  ▸防災行政無線等機能強化事業 
   ▸防災重点農業用ため池防災対策推進事業  ▸県営農地防災事業 
   ▸国土強靭化地域計画策定事業   
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３ 定期的な大規模災害訓練の実施と地域自主防災組織の活動支援   
【取組の概要】 

   大規模災害を想定した、自主防災組織や校区の防災・減災の訓練や研修などを
支援するとともに、災害時の要支援者の情報を把握し、自主防災組織の体制・
機能の強化を図ります。 

【４年間の目標】 
   ▸大規模災害訓練の実施校区…R7 までに 15 校区で実施（R3：８校区） 

▸防災訓練等を実施した自主防災組織数…R7 までに 163 組織（R3：118 組織） 
【主な予定事業】 

   ▸校区避難所運営訓練事業  ▸地域防災マネージャーの任用 
   ▸避難行動要支援者名簿情報の利用及び提供方法の見直し 
 
４ 防災・減災に対する意識・行動力の向上             

【取組の概要】 
   防災・減災教育を子どもの頃から実施することで、意識や行動力を高めていく

とともに、保護者や地域へと広げていきます。また、地域で主導的に防災に取
り組み、避難行動や訓練などで活躍する中心的な人材として『糸島市防災マイ
スター』を育成し、地域の防災力を高めます。 

【４年間の目標】 
▸地域で活躍する防災士の数…R7 までに 326 人（R3：163 人） 

   ▸防災マイスター登録者数…R7 までに 15 人（R3：０人） 
【主な予定事業】 

   ▸防災教育推進事業  ▸防災マイスター育成事業 
 
５ 集中豪雨、感染症等への対策強化を図った地域防災計画の見直し  

【取組の概要】 
   さまざまな災害等のリスクに対応できるよう、地域防災計画を見直すとともに、

行政区単位で地区防災計画を作成し、行政区内の危険個所や避難場所を把握、
検討するなど、災害時の有効な避難行動につなげます。 

【４年間の目標】 
   ▸地区防災計画を定めた行政区の数…R7 までに 25 行政区（R3：０行政区） 

【主な予定事業】 
   ▸地区防災計画作成事業   
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■公約２ 子育て環境を充実します 

 子どもたちの健やかな成⻑に向け、保育所、幼稚園、認定こども園などの保
育環境の充実、仕事と子育ての両立支援に向けた環境の整備、障がいのある子
どもの支援や貧困対策、子どもの福祉の充実など、学校、家庭、地域が連携し、
妊娠・出産から子育てまでの切れ目ない支援を行うことで、子どもを安心して
⽣み育てることができる環境を充実します。 

 
１ 保育施設の整備支援と保育士確保支援による待機児童の解消    

【取組の概要】 
   老朽化した施設の建替えなどにより、保育環境を整備し、利用定員の増を図る

とともに、保育補助者の雇い上げや就職後の経済的支援などにより、保育士の
業務負担軽減や離職防止、人材確保を図り、待機児童の解消につなげます。 

【４年間の目標】 
   ▸待機児童数…R7 までに０人（R3：27 人） 

【主な予定事業】 
   ▸保育補助者雇上強化事業  ▸⺠間保育所施設整備事業 
   ▸保育士奨学金返済支援事業 
 
２ 発達に特性がある子どもの早期発見、早期対応のための医療機関等 

との連携強化 
【取組の概要】 

   乳幼児健康診査や保健師、臨床心理士などの専門職による相談事業を通して、
発達に特性がある子どもの早期発見を行い、関係機関との連携により早期支援
を図ります。 

【４年間の目標】 
   ▸安心して子どもを⽣み育てられる環境が整っていると思う市⺠の割合… 

R7：45%（R3：33.6%） 
【主な予定事業】 

   ▸⺟子保健事業  ▸巡回相談事業 
▸新⽣児聴覚検査助成事業   
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３ 放課後児童クラブの整備促進と放課後子ども広場の設置      
【取組の概要】 

   放課後児童クラブを計画的に整備し、安全な保育環境で、共働き世帯が安心し
て働くことができる環境をつくります。また、地域のボランティアなどを活用
し、子どもの居場所づくりとしての子ども広場を展開するとともに、身近な先
輩や後輩と関わることで、社会と関わる・つながる意識を高める取組を実施し
ます。 

【４年間の目標】 
   ▸放課後児童クラブの入所不承諾者数…R7 までに０人（R3：16 人） 
   ▸放課後子ども広場の開設…R5 までに開設 

【主な予定事業】 
   ▸放課後児童クラブ整備事業  ▸放課後児童クラブ大規模改修事業 
   ▸放課後子ども広場事業 
 
４ 子育て世代包括支援センターを核とした妊娠から出産、子育てまで 

一貫したサポート体制の強化 
【取組の概要】 

   子育て支援センターなどの関係施設や関係機関と連携して、支援プランの作成、
妊婦や保護者への情報提供、子育て情報の収集・発信、相談体制の強化など、
切れ目のない子育て支援を行います。 

【４年間の目標】 
   ▸要支援者の支援プランの作成…毎年全員作成 

【主な予定事業】 
   ▸子育て世代包括支援センター（⺟子保健型）事業 
   ▸子育て世代包括支援センター事業 
 
５ ひとり親家庭などの就労支援の強化               

【取組の概要】 
   ひとり親家庭などの親は、経済困窮の状態に陥りやすい傾向にあり、より安定

的な職への就労につなげるため、各種制度の周知や活用支援など、ひとり親家
庭などの就労支援を行います。 

【４年間の目標】 
   ▸児童扶養手当受給者で就業を希望する人のうち、就職に結びついた人の割合 
    …R7：80%（R3：56.3%） 

【主な予定事業】 
   ▸⺟子家庭等就業・自立支援事業   
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■公約３ みんなの健康⻑寿を応援します 

 自らが健康づくりを実践する『自助』、地域などで支えあう『互助・共助』、
健康づくりの環境を整える『公助』の一体的な推進により、市⺠一人ひとりが
自らの健康に関心をもち、主体的に健康づくりに取り組みながら、住み慣れた
地域で、⽣きがいをもって充実した⽣活を送ることができるよう、健康⻑寿の
取組を推進します。 

 
１ フレイル予防事業の取組み強化                

【取組の概要】 
   住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるよう、高齢者の⽣活

状況や健康状態などの現状を把握し、保健事業と介護予防事業を一体的に実施
する体制を整え、高齢者の要介護状態への移行を予防する取組を強化します。 

【４年間の目標】 
   ▸予防等による要介護認定率（第１号被保険者）の抑制…R7：15.5%以下（R3：

15.1%） 
   ▸フレイルチェック参加人数…R7：2,140 人（R3：857 人） 

【主な予定事業】 
   ▸フレイル予防評価事業  ▸介護予防・日常⽣活圏域ニーズ調査等事業 
 
２ 特定健康診査、がん検診の受診率向上対策            

【取組の概要】 
   各健診の受診勧奨を強化し、受診率の向上を図るとともに、糸島医師会や関係

機関と連携し、健診結果や対象者の状況に応じた効果的で効率的な保健指導な
どに取り組みます。 

【４年間の目標】 
   ▸特定健診受診率…R7：49%（R3 暫定値：35.5%） 
   ▸特定保健指導実施率…R7：77.5%（R3 暫定値：56.6%） 

【主な予定事業】 
   ▸総合健診受付業務委託事業  ▸特定健診・特定保健指導   
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３ 元気な高齢者が活躍できる場の拡大               
【取組の概要】 

   高齢者の就業機会の拡大、シニアクラブの組織強化や活動の活性化、活動した
い高齢者と活動する場のマッチングの推進などにより、元気な高齢者の活躍の
場の充実を図ります。 

【４年間の目標】 
   ▸60 歳以上で、⽣きがいを持って⽣活している市⺠の割合…R7：67%（R3：

56.8%） 
   ▸多様な主体が連携したシニアマッチングシステムの構築と運用…R4：運用開始 

【主な予定事業】 
   ▸シニアクラブ元気化事業  ▸シニアマッチングサービス事業 
   ▸市⺠参加型健康寿命延伸研究事業 
 
４ 地域を単位とした健康づくり事業の実施             

【取組の概要】 
   健診・医療・介護に関するデータを地域単位で分析し、地域と連携を図りなが

ら、その結果に応じた健康づくり事業を展開するとともに、地域で健康づくり
活動に自主的に取り組む個人やグループなどを支援します。 

【４年間の目標】 
   ▸ハイリスク者への保健指導実施数…R7：600 人（R3：365 人） 

【主な予定事業】 
   ▸小学校区単位の健康づくり推進事業  ▸健康ビッグデータの複合的分析 
 
５ 高齢者向けデジタル講座の実施                 

【取組の概要】 
   誰一人取り残さないデジタル社会の実現に向け、高齢者が ICT 機器を使いこ

なし、⽣活利便性の向上や相互の見守りに活用できるよう、各地域でデジタル
講座を開催します。 

【４年間の目標】 
▸市内全地域でのデジタル講座実施…R7 までに市内全域実施 

【主な予定事業】 
   ▸高齢者向けデジタル講座   
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■公約４ 安心の地域福祉を構築します 

 誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けていけるよう、関係機関など
との連携を図りながら、地域において助け合い、支え合うことができる新たな
包括的支援の仕組みづくりを推進します。 

また、多様な支援を必要とする人たちが、個性や能力を発揮しながら、尊厳
を持って自立した⽣活を送ることができるよう、福祉の充実を図ります。 

 
１ 専門職の配置による福祉の総合相談窓口の充実           

【取組の概要】 
   子ども、高齢者、障がいのある人、⽣活困窮者などの分野ごとの相談体制に加

え、対応が困難な複合的で複雑化した問題などに対応できるよう、福祉の総合
相談窓口に専門職を配置し、包括的な相談体制を構築します。 

【４年間の目標】 
   ▸複合的課題を有する人の相談終結率…R7：80%（R3：77.7％） 

【主な予定事業】 
   ▸地域福祉における多機関協働事業 
 
２ 障がい者相談支援センターの充実と障がい者雇用支援専門員の配置  

【取組の概要】 
   福祉総合相談窓口と連携し、⽣活全般の相談に対応する障がい者相談支援セン

ターの充実と拡大に取り組むとともに、障がい者雇用支援専門員を配置し、企
業・事業所などに対して障がい者雇用の促進を図ります。 

【４年間の目標】 
   ▸相談窓口設置数…R7 までに５か所（R3：４か所） 

【主な予定事業】 
   ▸障害者相談支援事業  ▸障害者就業・就労支援事業 
 
３ 認知症の容態に応じた医療と介護の一体的なサービス提供体制の 

構築 
【取組の概要】 

   認知症を早期に発見し、容態に応じて適切に対応できるよう、関係機関の連携
を推進するとともに、医療と介護の一体的なサービス提供体制を構築します。
また、認知症などにより、判断能力が十分ではない状況にあっても、自己決定
の尊重及び権利の擁護ができるよう、成年後見制度の利用促進を図ります。 
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【４年間の目標】 
   ▸認知症初期集中支援者数…R7：20 人（R3：11 人） 

【主な予定事業】 
   ▸認知症初期集中支援事業  ▸チームオレンジ推進事業 
   ▸成年後見制度推進事業 
 
４ 相談支援機関の連携による包括的な相談支援体制の確立 

【取組の概要】 
   これまで子ども、高齢者、障がいのある人、⽣活困窮者など、分野ごとに相談

支援を行ってきた各機関が連携し、複合化・複雑化した課題を抱える家庭に寄
り添い支援する包括的な相談支援体制を確立します。 

【４年間の目標】 
   ▸複合的課題を有する人の相談終結率…R7：80%（R3：77.7％） 
  【主な予定事業】 
   ▸⽣活困窮者自立相談支援事業  ▸地域包括支援センター運営事業 
 
５ 訪問活動等により継続的に伴走型支援を行うコミュニティソーシ 

ャルワーカーの配置 
【取組の概要】 

   校区社会福祉協議会などと連携し、地域の状況などの情報を幅広く収集すると
ともに、人や地域とつながりを持つことが難しい相談者を把握し、支援を行う
コミュニティソーシャルワーカーを配置し、地域福祉活動を推進します。 

【４年間の目標】 
   ▸コミュニティソーシャルワーカー配置人数…R7 までに５人（R3：３人） 
   ▸コミュニティソーシャルワーカーによる相談受付件数…R7：130 件（R3：54 件） 

【主な予定事業】 
   ▸地域福祉におけるアウトリーチ事業  ▸地域福祉における参加支援事業 
   ▸⽣活困窮者支援等のための地域づくり事業   
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■公約５ 人と人がつながり助け合うまちをつくります 

 人口減少地域の活性化に向けた取組を進めながら、地域の特色や時代に対応
したコミュニティのあり方を考え、担い手の育成に努めるとともに、地域住⺠
が主体的に参画し、課題解決や活性化に取り組む地域づくりを推進します。 
 また、あらゆる差別の解消に向けた取組を進めるとともに、国籍や⺠族の違
いに関係なく、誰もが地域社会の一員として⽣活ができるよう、多文化共⽣の
まちづくりを推進します。 

 
１ あらゆる差別を撤廃し、人権尊重のまちづくりを推進       

【取組の概要】 
   同和問題、障がいのある人、高齢者、女性、子ども、性的少数者など、あらゆ

る人権課題に取り組むとともに、人権教育に関する教材を作成し、小中学校で
の人権教育の充実を図ります。 

【４年間の目標】 
   ▸行政区人権・同和問題研修会開催率…R7：85％（R3：15.2％） 
   ▸『SOGI（性的指向・性自認）』という⾔葉を知っている市⺠の割合…R7：50%

（R3：43.9%） 
【主な予定事業】 

   ▸行政区人権・同和問題研修会等への講師派遣 
   ▸インターネットを活用した啓発事業 
   ▸福岡県パートナーシップ制度の啓発 
 
２ 男女共同参画社会の実現に向けた取り組みの強化         

【取組の概要】 
   審議会委員などへの女性登用や、地域における女性の参画を促進するとともに、

各種講座の開催などにより、女性の社会参画を進めます。また、DV の根絶に
向けて、関係機関との連携などにより、相談・支援体制を強化します。 

【４年間の目標】 
   ▸審議会など、委員への女性の登用率…R7：40%（R3：29.9%） 
   ▸デート DV に対する認識度…R7：70%（R3：49.7%） 

【主な予定事業】 
   ▸女性が輝くミライ事業   
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３ 異文化交流を充実し、多文化共生社会を推進           
【取組の概要】 

   交流の機会や活動の充実により、外国人市⺠と地域住⺠の円滑なコミュニティ
の形成を図るとともに、多⾔語ガイドブックや ICT（翻訳アプリ）などの活用
により、外国人市⺠の地域活動への参画を促進します。 

【４年間の目標】 
   ▸国籍や文化が異なる人々が、お互いに地域で支え合いながら、暮らしている

と思う市⺠の割合…R7：45%（R3：38%） 
▸外国人が必要とする市発行物の多⾔語化…R7 までに６か国語 

【主な予定事業】 
   ▸多文化共⽣のまちづくりプロジェクト 
 
４ 地域コミュニティ活動を支援し、活き活きとしたまちづくりを推進 

【取組の概要】 
   地域住⺠の自治組織への加入や地域活動への参画を促進するとともに、自主的

な地域活動を財政的・人的両面から支援します。また、自治会活動の活性化に
向け、地域のリーダーとなる担い手の育成を支援します。 

【４年間の目標】 
   ▸自治会への加入率…R7：90%（R3：89%） 
   ▸地域活動に参加している市⺠の割合…R7：65%（R3：55.6%） 

【主な予定事業】 
   ▸コミュニティセンター整備事業  ▸大規模改修事業 
   ▸校区まちづくり推進事業     ▸市⺠まつり事業 
 
５ 人口減少地域対策と移住・定住促進の強化            

【取組の概要】 
   移住・定住に必要な情報の積極的な発信や就労支援などに取り組むとともに、

空き家の有効活用などにより、移住・定住を促進します。また、地域による人
口減少地域対策プランを策定し、地域コミュニティの活力維持を支援します。 

【４年間の目標】 
   ▸人口減少 10 校区の人口…R7：47,500 人（R3：49,541 人） 

▸人口減少地域における行事などへの地域外からの参加者数…R7：1,000 人 
（R3：300 人） 

【主な予定事業】 
   ▸移住定住促進事業   ▸いとしま出会いサポートセンター事業 

▸結婚新⽣活支援事業  ▸空き家実態調査事業   
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■公約６ 頼りにされる市役所をつくります 

 ICT の活用による行政事務の効率化・省力化などに取り組みながら、効果的・
効率的な行政運営を行うため、社会情勢の変化に応じた組織体制を構築します。 

また、公共施設の統廃合や機能の集約などにより、質の高い行政サービスを
提供し続けるとともに、⺠間活力の導入など、さらなる歳入確保・歳出削減を
図りながら、中期財政計画に基づく健全な財政運営を行います。 

 
１ チャレンジする市役所を目指した組織・機構改革の実施      

【取組の概要】 
   社会情勢の変化に応じて積極的にチャレンジする職員の育成を図るとともに、

より効果的、効率的な行財政運営を行う組織づくりを進めます。 
【４年間の目標】 

   ▸市が効率的な行政運営を行っていると思う市⺠の割合…R7：50% 
   ▸積極性・チャレンジ・改革志向に関する職員の自己評価…R7：3/5 段階（R3：

2.7/5 段階） 
【主な予定事業】 

   ▸職員研修事業  ▸糸島市定員適正化計画の改定  
 
２ 新庁舎整備に合わせた窓口サービスの改善                

【取組の概要】 
   市⺠が分かりやすく、利便性や防災機能の高い新庁舎の建設と周辺整備を行う

とともに、総合受付の設置など、市⺠サービスの向上を図ります。 
【４年間の目標】 

   ▸窓口サービスのシステム導入・サービス改善…R6 までに実施 
   ▸新庁舎の建設…R6 に竣工 

【主な予定事業】 
   ▸手続きサービス改善事業  ▸新庁舎整備事業 
 
３ 市⺠サービス充実のためのデジタル化の推進           

【取組の概要】 
   電子申請の充実やマイナンバーカードの使用機会の拡大などを図るとともに、

作業の自動化（RPA）や人工知能（AI）などの技術を活用し、ICT による事務
事業の効率化と⽣産性の向上を図り、行政サービスを充実します。 
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【４年間の目標】 
   ▸糸島市 ICT まちづくり推進計画の進捗率…R7：80%（R3：0％） 
   ▸マイナンバーカード交付件数…R7：58,000 件（R3：48,735 件） 

【主な予定事業】 
   ▸情報システム標準化・共通化対応支援事業  ▸ｄボタン広報誌事業 
   ▸入札契約関連事務システム導入事業 
 
４ 政策・財務マネジメントの連動による健全な財政運営       

【取組の概要】 
   経済情勢や⽣活環境等の変化に対応した中期財政計画の見直しを行います。ま

た、中期財政計画に基づき、予算編成、実施計画、公共施設等総合管理計画第
１期アクションプラン及び行政評価等を効果的に連動させることで、必要な事
業への予算配分（選択と集中）を徹底し、規律ある健全な財政運営を行います。 

【４年間の目標】 
   ▸市債残高増加の抑制…R7：333.5 億円以下（R3：289.8 億円） 
   ▸財政調整基金と公共施設等総合管理推進基金を合わせた基金残高…R7：61.2

億円以上（R3：110.9 億円） 
▸市⺠満⾜度を高める行政経営の環境に対する市⺠の満⾜度…R7：2.56 点（R3：

2.18 点） 
【主な予定事業】 

   ▸中期財政計画の見直し 
▸予算編成における実施計画、公共施設等総合管理計画第１期アクションプラ 

ン及び行政評価等との連携体制の強化 
 
５ 「ふるさと応援寄附」への糸島らしい返礼品の充実と、「企業版ふ  

るさと納税」を導入した寄附額の増額 
【取組の概要】 

   新規返礼品の企画・開発を図るとともに、ポータルサイトを活用した寄附環境
の整備により、本市のふるさと応援寄付を強化し、寄附額の増加を図ります。
また、企業版ふるさと応援寄附の導入を図ります。 

【４年間の目標】 
   ▸ふるさと応援寄附の寄附額…R7：20 億円（R3：13.8 億円） 

【主な予定事業】 
   ▸ふるさと応援寄附推進事業 
   ▸企業版ふるさと納税の導入   
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■公約７ 快適で住みよい街をつくります 

 地域内交通については、快適に利用できる公共交通網の形成を検討しながら、
利便性だけでなく、地域活性化も考慮した交通ネットワークの充実に努めます。 
 また、ライフラインとしての道路・上下水道や、快適な暮らしを支える都市
基盤施設の整備・更新を進めるとともに、ユニバーサルデザインなどの考え方
に基づく都市空間を形成します。 

 
１ デマンドバス、自主運行バス、コミュニティバスなど、地域の実情 

に応じたバス交通システムの構築 
【取組の概要】 

   新たな移動手段の導入を検討するとともに、オンデマンドバスの運行エリアの
拡大と併せて、自主運行バス事業を推進し、⽣活交通手段の確保や交通不便地
域の縮減を図ります。また、バス路線の見直しやダイヤ改正により、効率的で
利便性の高い地域公共交通網を構築します。 

【４年間の目標】 
   ▸公共交通の環境は充実していると思う市⺠の割合…R7：33％（R3：26.8%） 

▸地域公共交通計画の策定…R4 までに策定 
【主な予定事業】 

   ▸地方バス路線運行事業  ▸地域公共交通計画策定事業 
   ▸自主運行バス事業 
 
２ 通学路などを中心に、歩道、ガードレール、グリーンベルトなどの 

安全対策の実施 
【取組の概要】 

   通学路などの安全点検を定期的に実施し、危険個所を中心に安全対策を講じる
とともに、地域や警察署などと連携した道路や交差点の改良、路面表示など、
安全な交通環境に向けた取組を進めます。 

【４年間の目標】 
   ▸交通安全施設がじゅうぶんに整備されていると思う市⺠の割合…R7：35% 
    （R3：25%） 
   ▸自転車通行空間の整備…R7：60km（R3：８km） 

【主な予定事業】 
▸交通安全施設整備事業  ▸自転車通行空間整備事業 
▸雷山線整備事業     ▸加布里停車場線歩道設置事業   
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３ 老朽管の更新を含めた上下水道設備の整備            
【取組の概要】 

   水道施設や水質などの適切な管理に努めるとともに、老朽化した水道施設を、
計画的に整備・更新します。また、地域に適した手法で下水道整備を進めると
ともに、下水道施設の適正な維持管理を行います。 

【４年間の目標】 
   ▸給水人口を市の総人口で除した割合…R7：82.1%（R3：74.9%） 
   ▸糸島市全域の汚水処理人口普及率…R7：91.7%（R3：91.3%） 

【主な予定事業】 
   ▸原水施設更新事業  ▸配水施設整備事業  ▸公共下水道事業 
   ▸第８次拡張事業   ▸重要給水施設配水管整備事業 
 
４ 運動機能、交流機能、防災機能を備えた運動公園などの快適な公園 

の整備促進 
【取組の概要】 

   子どもから高齢者まで多くの人が利用しやすい運動公園の整備を推進します。
また、各地域の拠点的公園を中心に、遊具や施設などの整備を進めます。 

【４年間の目標】 
   ▸糸島市運動公園の整備…R5 に竣工 
   ▸市⺠一人当たりの公園面積…R7：5.80 ㎡（R3：5.11 ㎡） 

【主な予定事業】 
   ▸運動公園整備事業  ▸運動公園災害備蓄物資整備事業 
   ▸公園遊具設置事業  ▸子育て環境遊具設置事業 
 
５ 道路の新設、改良に合わせた歩道などのバリアフリー化の促進   

【取組の概要】 
   歩道などのバリアフリー化を進めるとともに、駅や駅周辺のバリアフリー化を

促進し、利用者の利便性や安全性の向上を図ります。 
【４年間の目標】 

   ▸交通安全施設がじゅうぶんに整備されていると思う市⺠の割合…R7：35％
（R3：25％） 

   ▸車いすなどでホームに乗り入れられる駅の数…R7 までに 8 駅（R3：7 駅） 
【主な予定事業】 

   ▸浦志有田線整備事業    ▸筑前前原駅南北トイレ改修事業 
▸岐志芥屋３号線整備事業  ▸大入駅バリアフリー化促進事業   
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■公約８ 糸島らしい教育・文化を創造します 

 未来社会を担う子どもたちが、学力だけでなく、健やかで豊かな人間性や、
たくましく⽣き抜いていくための資質・能力を育む教育を推進するとともに、
学校施設を計画的に改修・更新しながら、教育環境の整備・充実を図ります。 
 また、市⺠の自主的な文化・芸術活動への支援など、文化の振興に努めると
ともに、⽣涯スポーツ・競技スポーツの普及・環境整備などを推進します。 

 
１ 「いとしま学」を核として、郷土への愛着と誇りを持った「糸島人」 

の育成 
【取組の概要】 

   郷土への愛着や誇りを深め、自分の⾔葉で地域を語ることができる『糸島人』
を育成するとともに、家庭や地域と連携しながら、それぞれの個性を⽣かし、
自己実現に向けて成⻑できるよう、自信や意欲、協働する力などを育みます。 

【４年間の目標】 
   ▸『自分にはよいところがある』と思っている児童⽣徒の割合…R7：80％ 

（R3：75.1％） 
【主な予定事業】 

   ▸SDGs 教育推進事業  ▸中学⽣起業家教育推進事業  
 
２ 小中学校の大規模改造工事の計画的な実施            

【取組の概要】 
   老朽化が進む校舎や体育館など学校施設の大規模改造工事を計画的に実施し、

安全・安心に学習できる教育環境を整備します。 
【４年間の目標】 

   ▸大規模改造実施（着手含む）…R7 までに 11 校（R3：４校） 
【主な予定事業】 

   ▸小学校校舎大規模改造事業  ▸中学校校舎大規模改造事業 
   ▸小学校屋内運動場大規模改造事業 
 
３ 新設する運動公園を核とした、市⺠のスポーツ活動の積極的な支援 

【取組の概要】 
   市内の各種スポーツ団体と連携し、運動公園を有効活用しながら、スポーツの

振興を図るとともに、⻘少年の健全育成、競技技術の向上、市⺠のスポーツ習
慣や健康志向の定着を図ります。また、スポーツ少年団などと連携し、子ども
たちがスポーツを通じて成⻑できる環境づくりに取り組みます。 
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【４年間の目標】 
   ▸日ごろから、スポーツに親しんでいる市⺠の割合…R7：33％（R3：28.3％） 

【主な予定事業】 
   ▸スポーツチャレンジ事業 
 
４ ＩＣＴ等の教育環境の整備を行い、子どもたちの情報活用能力や  

英語力を向上 
【取組の概要】 

   ICT 環境の充実や支援員の配置などにより、教員の ICT 指導力を向上させる
とともに、児童⽣徒の情報活用能力の向上を図ります。また、オンライン英会
話など英語教育を充実し、グローバル社会に対応する能力を育成します。 

【４年間の目標】 
   ▸ほぼ毎日、コンピュータなどの ICT を授業で活用している児童⽣徒の割合 
    …R7：100％（R3：40.4％） 
   ▸英検３級以上を取得している中学３年⽣の割合…R7：35％（R3：24.1％） 

【主な予定事業】 
   ▸ICT 支援員配置事業   ▸学習教材ソフトウェア導入事業 
   ▸一人一台端末整備事業  ▸英語教育充実事業 
 
５ 糸島らしい文化の創造を目的とした、市⺠の文化、芸術活動の積極 

的な支援 
【取組の概要】 

   糸島の優れた文化や芸術に接し親しむ機会を充実させるとともに、市⺠の文
化・芸術活動を支援します。また、新規の文化財指定や計画的な文化財整備に
取り組むとともに、無形⺠俗文化財の後継者育成や伝承への取組を支援します。 

【４年間の目標】 
   ▸市主催の文化事業の参加者数…R7：2,300 人（R3：1,085 人） 

▸国・県・市指定文化財の総件数…R7：90 件（R3：84 件） 
   ▸博物館等に来館した子どもたちにおける糸島の歴史に対する認知度…R7：

75％ 
【主な予定事業】 

   ▸国指定史跡保存修理事業  ▸伊都国歴史遺産活用事業 
   ▸文化財保存整備事業    ▸国宝、重要文化財等保存整備事業   
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■公約９ 糸島しごとで稼ぎます 

 ブランド糸島の柱である農林水産物の新たな市場開拓、高付加価値化により、
ブランド力を強化するとともに、⽣産基盤の整備や⻑寿命化、先進技術の活用
や新規就業者の確保などにより、⽣産性の向上及び経営の安定化を図ります。 
 また、市外からの消費拡大や産業間の連携などにより、地域内経済の好循環
を図るとともに、地域資源を⽣かした観光関連産業の活性化を図ります。 

 
１ 農林水産物のブランド強化を図り、海外輸出も含めた、販路拡大や 

流通体系の確立 
【取組の概要】 

   高品質・高付加価値化などにより、農林水産物の魅力向上やブランド力の強化
を図るとともに、直売所の連携強化や活性化、海外へのプロモーションなど、
販路拡大や流通体系の確立により、農林水産物の消費拡大を図ります。 

【４年間の目標】 
   ▸市内直売所の売上額…R7：65 億円（R3：60 億円） 

【主な予定事業】 
   ▸直売所活性化事業  ▸糸島産山田錦販売拡大事業  
   ▸農林水産物等の海外プロモーション 
 
２ 宿泊観光の推進をはじめ、稼ぎにつながる観光振興策の展開    

【取組の概要】 
   観光地域づくり法人（DMO 登録となった観光協会）を中心に、マーケティン

グに基づく体験型観光の充実を図るとともに、観光客の滞在時間の延⻑や宿泊
客の増加につながる取組を推進し、消費活動の拡大を図ります。 

【４年間の目標】 
   ▸観光入込客数…R7：774.7 万人（R3：545.8 万人） 
   ▸旅行消費額…R7：171.6 億円（R3：122.2 億円） 
 

【主な予定事業】 
   ▸いとしまブランド推進事業  ▸歴史・文化ブランディングプロジェクト 
   ▸観光案内・情報発信業務委託事業  ▸着地型旅行商品造成事業   
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３ 糸島の地域資源を活かした起業・創業の積極的な支援       
【取組の概要】 

   多様な働き方の提案に加え、余暇の過ごし方など、魅力ある糸島の地域資源の
情報発信、起業しやすい環境整備などにより、『糸島しごと』をブランド化し、
糸島で働くこと、起業することへの興味や意識の醸成を図ります。 

【４年間の目標】 
   ▸市内で就業している人の割合…R7：55％（R3：52.1％） 
   ▸創業件数…R7 までに 72 件（R3：48 件） 

【主な予定事業】 
   ▸テレワーク推進事業  ▸新規起業者応援事業 
   ▸福岡都市圏地域経済・観光振興事業 
 
４ 地産地消、買い支えの取組みの推進、地域内経済循環率の向上   

【取組の概要】 
   産業間・産学金官の連携などによる商品・サービスの高付加価値化を進めると

ともに、市内消費の拡大に向け、地産地消応援団の増加に取り組みます。また、
糸島産品の国内外への情報発信を強化します。 

【４年間の目標】 
   ▸法人市⺠税決算額…R7：4.25 億円（R2：3.62 億円） 
   ▸市内総⽣産額…R7：2,400 億円（R3：2,163 億円） 

【主な予定事業】 
   ▸マーケティング推進事業  ▸にぎわい回復チャレンジ補助事業 
 
５ 第１次産業の基盤整備と担い手確保策の確実な実行        

【取組の概要】 
   ⽣産基盤整備や高性能機械の導入、ICT やロボットなどの先進技術の導入など

により、⽣産性の向上を図るとともに、新規就業者支援や後継者育成、所得向
上の取組などにより、担い手の確保対策を進めます。 

【４年間の目標】 
   ▸農業就業人口一人当たりの農業産出額…R7：695.8 万円（R3：662.4 万円） 
   ▸漁業１経営体当たりの水揚金額…R7：653.8 万円（R3：552.3 万円） 
   ▸新規就業者数（累計）…R7：農業 64 人・漁業 54 人（R3：農業 19 人・漁業４人） 
   ▸林業従事者数の維持…R7：24 人（R3：22 人） 

【主な予定事業】 
   ▸農業ブランド力向上    ▸中山間地域等直接支払事業 

▸農業経営持続化支援事業  ▸多面的機能支払交付金事業 
   ▸広域基幹林道開設事業   ▸森林再⽣プロジェクト事業 
   ▸漁礁設置事業       ▸カキ小屋整備事業   
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■公約 10 カーボンニュートラルの環境都市をめざします 

 豊かな自然環境を未来に引き継ぐため、環境や景観の保全意識を向上させ、
保全された自然環境や美しい景観により地域のブランド価値を高めるとともに、
公共施設や一般家庭の再⽣可能エネルギーの導入促進によるエネルギー自給率
の向上や、環境教育の充実による３R の推進などにより、環境に配慮した快適
で住みよいまちづくりを進めます。 

 
１ 脱炭素社会を見据えた「地域再生可能エネルギー導入計画」の策定 

と実行 
【取組の概要】 

   地域再⽣可能エネルギー導入戦略を具現化する実行計画を策定し、自然環境の
保全や循環型社会の形成など、SDGs の取組みとして実践していくことで、カ
ーボンニュートラルに向けた再⽣可能エネルギーの導入強化を図ります。 

【４年間の目標】 
   ▸地域再⽣可能エネルギー導入戦略の実行計画策定…R４までに策定 

【主な予定事業】 
   ▸地域再⽣可能エネルギー導入戦略の実行計画策定事業 
 
２ 自然環境の保全とグリーンカーボン、ブルーカーボンの拡大    

【取組の概要】 
   関係法令に基づき、河川の水質汚濁や大気汚染など、適切に監視するとともに、

環境保全の周知・啓発、地域の環境美化活動などを支援します。また、市⺠や
県、九州大学などと連携して、⽣物多様性の保全に努めます。 

【４年間の目標】 
   ▸環境美化活動への参加者数…R7：48,000 人（R3：18,121 人） 
   ▸松林の松枯れ本数…R7：100 本以下（R3：104 本） 

【主な予定事業】 
   ▸森林・山村多面的機能発揮対策事業  ▸森林病害虫防除事業 
   ▸松林保全アダプト事業        ▸水産多面的機能発揮対策事業   
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３ 家庭用太陽光発電、家庭用燃料電池の導入促進          
【取組の概要】 

   地球温暖化防止やエネルギーの地産地消による地域活性化に向けて、家庭用太
陽光発電設備及び家庭用燃料電池（エネファーム）の導入を促進します。 

【４年間の目標】 
   ▸太陽光発電設備設置補助件数…R7 までに 500 件（R3：106 件） 

【主な予定事業】 
   ▸創エネルギーのまち・いとしま推進事業 
 
４ 公共施設の再生可能エネルギー利用設備の導入推進        

【取組の概要】 
   コミュニティセンターや小中学校、上下水道施設など、公共施設への再⽣可能

エネルギーの導入を促進し、一般家庭への導入支援も含め、本市のエネルギー
自給率を高めます。 

【４年間の目標】 
   ▸公共施設へのクリーンエネルギー及び省エネ設備導入施設数…R7 までに 46

施設（R3：38 施設） 
【主な予定事業】 

   ▸エネルギー構造高度化・転換理解促進事業 
 
５ 環境教育の充実と市⺠活動の支援                

【取組の概要】 
   広報やホームページ、出前講座によるカーボンニュートラルの情報発信、環境

に対する意識啓発などにより、環境教育の充実を図るとともに、市⺠や事業者
の 3R の普及・啓発や省エネ・節電などの取組を推進します。 

【４年間の目標】 
   ▸広報・ホームページによる情報発信件数…R7：20 件（R3：15 件） 

▸環境教育に関する出前講座等実施件数…R7：40 件（R3：１件） 
【主な予定事業】 

   ▸環境教育に資する出前講座等の実施 
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■公約 11 いとしま学術研究都市をつくります 

九州大学学術研究都市構想に基づき、本市と九州大学が進める糸島サイエン
ス・ヴィレッジと糸島市九州大学国際村の２つの構想をはじめ、産学金官⺠が
一体となって、新しいものを創り出し、発信していく拠点づくりを進めるとと
もに、大学などとの連携・研究により、地域課題や行政課題の解決を図ります。 

また、インターチェンジなどの恵まれた立地条件や、九州大学の豊富な研究
シーズなどをプロモーションし、関連企業の企業誘致に取り組みます。 

 
１ 伊都キャンパス周辺に研究所、交流施設等を配置したサイエンス・ 

ヴィレッジの整備 
【取組の概要】 

   産学金官からなる一般社団法人 SVI 推進協議会が中心となり、九州大学の知的
資源を実用化し、新産業の創出や社会課題の解決につなげるとともに、関連企
業、研究所、学校等の誘致、ベンチャーや人材の育成、地元企業との連携など、
大学、企業、地域が一体となった交流・研究拠点づくりを進めます。 

【４年間の目標】 
   ▸サイエンス・ヴィレッジに係る地区計画策定…R6 までに策定 

▸サイエンス・ヴィレッジへの参加企業・研究所等数…R7 までに 2 社 
【主な予定事業】 

   ▸糸島サイエンス・ヴィレッジ実現化事業 
 
２ 「産学金官」連携による国際村構想の推進            

【取組の概要】 
   留学⽣などの居住・滞在施設や⽣活利便施設などを整備し、九州大学を中心と

した地域の国際化に対応するとともに、学⽣や留学⽣と地域住⺠の交流促進に
より、市⺠の国際感覚の醸成を図ります。 

【４年間の目標】 
▸国際村における居住外国人の数…R7：150 人（R3：72 人） 

【主な予定事業】 
   ▸国際村への居住・滞在施設、⽣活利便施設などの誘致   
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３ 泊土地区画整理事業と福岡県立特別支援学校整備の促進      
【取組の概要】 

   九州大学周辺への移住・定住促進などによる新たな人口の受け皿づくりとして、
泊土地区画整理事業を促進します。また、建設中の県立特別支援学校について、
開校後に県や九州大学などと連携した取組を進めます。 

【４年間の目標】 
   ▸泊土地区画整理事業の整備率…R7：100％（R3：20％） 

【主な予定事業】 
   ▸泊土地区画整理事業の整備促進 
 
４ 糸島リサーチパークなどへの関連企業の誘致           

【取組の概要】 
   九州大学の知的資源を有効に活用するため、九州大学や九州大学学術研究都市

推進機構（OPACK）などと連携し、糸島リサーチパークなどへの研究機関、
関連企業の誘致を進めます。 

【４年間の目標】 
   ▸研究機関・企業の立地数（九大関連）…R7 までに 10 機関（R3：８機関） 
   ▸誘致企業の従業員数（九大関連）…R7：368 人（R3：350 人） 

【主な予定事業】 
   ▸研究機関、関連企業の誘致  ▸研究団地の整備促進 
   ▸研究開発・試験施設などの事業支援 
 
５ 九州大学などとの連携事業の推進                

【取組の概要】 
   連携協定を締結している九州大学、中村学園大学・短期大学部、⻄南学院大学、

福岡医療専門学校、相模女子大学・短期大学部の持つ知的資源を活用し、地域
資源の掘り起しや地域課題・行政課題の解決を図ります。 

【４年間の目標】 
   ▸大学等と連携し、課題解決の基礎となった研究数…R7 までに 35 件（R3：７件） 

【主な予定事業】 
   ▸協定締結大学等連携事業    
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